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• サーバ、PC、スマートフォン

• 利便性、快適性

身近な存在となっているＩＴとネットワーク技術

ネットワーク
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取り巻くビジネス環境の変化

＜通信キャリアビジネスの例＞

・技術に大きな差が無い。（標準化が当然）
・激しいコスト競争

・技術に大きな差が無い。（標準化が当然）
・激しいコスト競争

業容拡大、収益構造変化

上位レイヤへの進出
→

 
課題解決のソリューション

上位レイヤへの進出
→

 
課題解決のソリューション

そのためには、通信・ネットワークの他に
・[上流工程]：

 
顧客企業の業務分析や情報分析、要求定義

・[下流工程]：

 
IT資源調達、プロジェクト管理、保守運用
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ＩＣＴ技術の変遷ＩＣＴ技術の変遷
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第１世代（ホスト中心型） 第２世代（Ｃ／Ｓ型） 第３世代（イントラネット）

情報通信システムの進化の流れ

ホストコンピュータ

（処理量：大）

端末 （処理量：小）

サーバ（処理量：大）

ＷＷＷクライアント （処理量：小）
クライアント

 

（処理量：大）

ＷＷＷサーバ

（処理量：大）

各種サーバ、ホスト

 

（処理量：大）

専用線ネットワーク

 

ルータネットワーク

低速専用線他

 

高速ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ専用線、ﾌﾚｰﾑﾘﾚｰ/ＡＴＭ回線

 

私設網（ＶＰＮ）又はｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

＜情報システムアーキテクチャの視点>

第４世代

 
（クラウドコンピューティング）
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＜情報通信量の視点＞＜情報通信量の視点＞

大

80年代 95年

汎用機

Ｃ／Ｓ

ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄ／

ｴｸｽﾄﾗﾈｯﾄ通
信
さ
れ
る
情
報
量

2000年97年

ＷＷＷ技術

１

１×10
4

１×10
２

10年

クラウドコンピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
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項目 要素事項

ブレードシステム ・耐障害性の向上
・省スペース化
・優れた拡張性
・消費電力の抑制によるグリーンITへの貢献

サーバ仮想化技術 ・ITリソースの利用効率の向上
・機器の削減
・耐障害性の向上
・システム拡張時の俊敏性向上

バックアップシステム ・高速バックアップによるバックアップ時間の短縮
・高速リストアによるリストア時間の短縮
・D2D2T（Disk to Disk to Tape）バックアップによる耐障害性の向上
・暗号化装置による暗号化処理
・サーバレスバックアップによるバックアップ処理の負荷低減

統合ストレージ ・優れた拡張性
・高可用性
・セキュリティの確保
・仮想化によるディスクリソースの利用効率の向上

ネットワークの共通利用 ・参画アプリケーションの収容標準化
・10GコアL3スイッチの設置
・10Gbitイーサネットの採用

最新技術を採用したシステム構築の一例
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次世代次世代

ＩＰネットワークＩＰネットワーク

放送放送

企業データ企業データ

ネットワークネットワーク

電話電話

ダウンサイジング化ダウンサイジング化ダウンサイジング化

公衆網
 化

 

公衆網公衆網
 化化

新電話新電話新電話

・ＶＯＩＰ・ＶＯＩＰ

・ＴＶ会議・ＴＶ会議

・ＣＴＩ（ユニファイドメッセージ）・ＣＴＩ（ユニファイドメッセージ）

・配信アーキテクチャ・配信アーキテクチャ

・ＸＸ・ＸＸ--CASTCAST

・ストリーム・ストリーム

・エクストラネット・エクストラネット

・ＱＯＳ制御・ＱＯＳ制御

・セキュリティ・セキュリティ

専用線に代る専用線に代る

電話に代る電話に代る

放送に代る放送に代る

 ？？
次世代のＩＰネットワーク次世代のＩＰネットワーク

①高速・広帯域①高速・広帯域

②通信品質・セキュリティの確保②通信品質・セキュリティの確保

③安価③安価

④定額制④定額制

次世代ＩＰネットワークへの潮流
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ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝA

ﾈｯﾄﾜｰｸ

ｻｰﾊﾞ

ｽﾄﾚｰｼﾞ

NW機器

業務A業務A

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝB

ｻｰﾊﾞ

ｽﾄﾚｰｼﾞ

NW機器

ﾈｯﾄﾜｰｸ

業務B業務B

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝC

ｻｰﾊﾞ

ｽﾄﾚｰｼﾞ

NW機器

ﾈｯﾄﾜｰｸ

業務C業務C

ＩＴインフラストラクチャ統合基盤ＩＴインフラストラクチャ統合基盤

高能率化

統合化

仮想化

個別最適から全体最適へ

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

仮想ｻｰﾊﾞ

仮想ｽﾄﾚｰｼﾞ

NW機器

IPﾈｯﾄﾜｰｸ

業務A業務A 業務B業務B 業務C業務C

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

・・・

・・・

・・・

統合管理された情報システム

ITソースの高効率利用と

 セキュリティ・信頼性の確保

いわゆるサイロ型システム

http://itpro.nikkeibp.co.jp/article/NEWS/20070514/270947/ph1.jpg
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PCPC Mobile PCMobile PC携帯/スマートフォン携帯/スマートフォン

クラウド上にあるコンピュータリソースクラウド上にあるコンピュータリソース

データベース

仮想化されたハードウェアリソース（サーバ/ストレージ）

アプリケーション

顧客管理

ネットワークサービス

クラウド・コンピューティングの形態

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ VPN携帯電話 NGN

デ
ー
タ
セ
ン
タ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

タブレットPCタブレットPC

誰でも、どこでも、いつでも

AV機器等AV機器等
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クラウドサービスの懸念

・クラウドの信頼性

一般的に、稼動率99.5%～99.9%と低い

・クラウドの投資対効果

適切なピークレートの運用ができるか？

・クラウドの透明性

リアルタイムで正確な情報公開（障害発生状況、運用状

 
況等）があるか？

 ・知的財産･情報の保護

蓄積された情報の保護は万全か？

 

クラウドのセキュリ

 
ティホールが無いか？

 ・企業コンプライアンス

法律はクラウドを想定していない

 

（SOX法、PCI DSS等）

・犯罪リスク

捜査当局による他のユーザの捜査時のクラウド運用の停

 
止、情報の保全命令、システム開発中止等？

 ・企業のシステム保険

クラウドのトラブルを想定していない

・クラウドの信頼性

一般的に、稼動率99.5%～99.9%と低い

・クラウドの投資対効果

適切なピークレートの運用ができるか？

・クラウドの透明性

リアルタイムで正確な情報公開（障害発生状況、運用状

 
況等）があるか？

・知的財産･情報の保護

蓄積された情報の保護は万全か？

 

クラウドのセキュリ

 
ティホールが無いか？

・企業コンプライアンス

法律はクラウドを想定していない

 

（SOX法、PCI DSS等）

・犯罪リスク

捜査当局による他のユーザの捜査時のクラウド運用の停

 
止、情報の保全命令、システム開発中止等？

・企業のシステム保険

クラウドのトラブルを想定していない

注）

 

PCI DSS：Payment Card Industry Data Security Standard（ｸﾚｼﾞｯﾄ業界におけるｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｾｷｭﾘﾃｨ標準）

注目期注目期

課題解決期課題解決期

普及期普及期

成熟期成熟期
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サーバサーバ

ストレージストレージ

ネットワークネットワーク

データセンタデータセンタ

技術技術

図.電力消費量削減への取組み

消費電力量の削減

環境問題

地球温暖化対策

温室効果ガス削減
(CO2排出量削減）

省電力化（CPU、HDD、FAN）
直流電源対応
仮想化等

利用率向上（不要データ排除）
高密度ディスク
仮想化

NGN（統一IPプラットホーム）
省電力モード

直流給電
ラック空調
高効率空調設計

グリーンＩＴ
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データセンタ

・消費電力削減

・冷却コスト削減

サーバ

・高密度実装

・マルチコア

仮想化ｿﾌﾄ

OS
ｱﾌﾟﾘ

物理ｻｰﾊﾞ

OS
ｱﾌﾟﾘ

仮想化

・高速広帯域

ネットワーク

データベース

・高速化

分散処理

・ｸﾞﾘｯﾄﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ

・分散ﾒｯｾｰｼﾞﾝｸﾞ

・分散ﾒﾓﾘ

・分散ﾃﾞｰﾀ格納

・Webｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ処理の高速化

・RIA（Rich Internet Application）

・ﾘｯﾁｸﾗｲｱﾝﾄ

端末

テクノロジー融合テクノロジー融合

http://h50146.www5.hp.com/products/servers/bladesystem/c/component/enc_c7000/index.html
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標準化・集約化標準化・集約化・仮想化・仮想化

個別最適個別最適

大

情
報
量
・
技
術

１

１×10
6

１×10
3

技術潮流とサービスアーキテクチャの変化

時代の流れ・潮流の変化

外部サービス利用外部サービス利用

共有化・自動化共有化・自動化

リソース有効活用・統合化・全体最適リソース有効活用・統合化・全体最適
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IT経営とはIT経営とは
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情報システム投資に対する経営者の悩み

投資対効果
・ＩＣＴの投資をしたけれど上手に活用できているか？
・ＩＣＴへの投資が経営に効果を与えているか？

企業の経営戦略 ＩＣＴ戦略

切離せない関係になっている

企業生残りの道は？ ＩＣＴを駆使・利用したビジネスモデルによる

 企業活動の拡大？

ＩＣＴ投資？
ソリューション？
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米国企業 日本企業

ここ2～3年でITに基づく生産性

 
は向上したか

IT投資と経営目標との整合性が

 
取れているか

IT投資と経営目標との整合性

 
をとることは困難か

経営層とCIO（最高情報責任者）

 
が緊密に連携しているか

 

（当て

 
はまる

 

/

 

ある程度当てはまる）

業務部門がIT予算の計上に積極

 
的に参加あるいは貢献している

IT投資が企業価値の創出や生産

 
性の向上をもたらすよう、十分な

 
時間をかけている

 

（当てはまる

 
/

 

ある程度当てはまる） 0% 20 10060 8040

75.5
52

83
38

35

54

79.5
43

61
18

22
83

調査期間：2006年9月～10月／対象：売上5億ドル（約600億円）以上の大企業
「アクセンチュア社によるアンケート調査」（日経Ｉｔproニュース2007/05/21）

日本企業におけるIT投資と経営目標の不整合
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20.8%
経営戦略と
一体的にIT戦略を

策定している

48.7%
経営戦略を策定した後で、

それを受けてIT戦略を

策定している

28.9%

経営戦略と
IT戦略の間に、

特に関連はない
（それぞれが独立的）

現状

その他 0.6% 無回答 0.9%

60.4%

経営戦略と一体的に
IT戦略を策定するべき

経営戦略を策定した後で、
それを受けて
IT戦略を策定するべき

34.3%
あるべき

 姿

3.5%

経営戦略とIT戦略とを

特に関連づける必要はない その他 0.6%
無回答1.3%

経営戦略とＩＴ戦略の一体化

調査期間：

 

2009年9月

 

／対象：

 

日本の大企業2005社、有効回答412社

「経営戦略におけるＩＴの位置づけに関する実態調査」野村総合研究所（ニュースリリース2010/01/18）
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企業の競争力を高めるにはＩＴ経営が必要

ＩＴ経営とは、経営戦略と整合あるＩＴ利活用により、企業の
 健全なる持続的成長を導く経営手法である。

 

ＩＴ経営とは、経営戦略と整合あるＩＴ利活用により、企業の
 健全なる持続的成長を導く経営手法である。

ＩＴ経営化の成熟度
①ＩＴ経営ガバナンス（ＩＴ経営による管理/プロ

 セス）

②ＩＴサービス利活用（ＩＴによる情報価値）

③ＩＴ経営マインド（ＩＴ経営実現の意識）

④ＩＴ環境（ＩＴシステム環境）

ＩＴ経営成熟度
の向上

支援

支
援
者
・支
援
機
関
等

企

 

業

ＩＴ経営とは

推進
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経営戦略
策定

IT戦略
策定

IT資源
調達

経営戦略
評価

IT
導入

経営改革
企画

経営改革
準備

ITｻｰﾋﾞｽ
活用

開発

経営改革
企画（ｱｸ

ｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ）

持続的
成長認識

変革認識 通 常 の ビ ジ ネ ス 活 動
（是 正 認 識）

要件定義

経営改革
実行

IT戦略
評価

運用・
保守

ＩＴ経営
認識プロセス

ビジネス活動ビジネス活動

（是 正 認 識）

経営改革活動経営改革活動

ＩＴ化活動ＩＴ化活動

構築活動構築活動 企画

ＩＴ経営
実現プロセス

IT経営のプロセス
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全
フ
ェ
ー
ズ
を
一
貫
し
て
遂
行

ＩＴストラテジスト

ＩＴサービスマネージャ

経営コンサルタント

シ
ス
テ
ム
監
査
技
術
者

企

 

業

経営戦略

ＩＴ戦略策定

ＩＴサービス活用

ＩＴ資源調達

ＩＴ経営プロセスの考え方

ＩＴ導入

・ＩＴ経営プロセスは、経営戦略（策定）からＩＴサービス活用までの一貫した

 プロセスを、一貫した判断基準（基本原則）でもって業務を遂行する。

ＩＴアーキテクト ＩＴスペシャリスト

プロジェクトマネージャ
SIer
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コーディネータとは

主人が青、私はピンクが好き

イタリアの大理石を使いたい

『サザエさん』と同じ家

 に住みたい

お客様
インテリア・コーディネータ

希望

叶える
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IT経営の活動

経営戦略 ＩＴ戦略策定 IT資源調達 ＩＴ導入 ITサービス活用

負
荷

課業の改善（プロセス）

ＩＴ経営化（プロジェクト）

経営者 支援者

専門家に外部委託し

 ましょう

・一貫支援
・継続、反復支援

忙しい！
分かる人がいない

経営戦略に基づいたＩＴ利活用支援
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情報システム構築のプロセス

Ｉ
Ｔ
戦
略
策
定

Ｉ
Ｔ
資
源
調
達

Ｉ
Ｔ
導
入

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
活
用

経
営
戦
略
（策
定
）

変
革
認
識

是正認識

持
続
的
成
長
認
識

ＩＴ経営共通プロセス

ＩＴ経営認識プロセス

ＩＴ経営実現プロセス

（経営戦略実行）

プロセス＆プロジェクトマネジメント
モニタリング＆コントロール

コミュニケーション
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実現プロセスの中で意識すべきこと

Ｉ
Ｔ
戦
略
策
定

Ｉ
Ｔ
資
源
調
達

Ｉ
Ｔ
導
入

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
活
用

経
営
戦
略
（策
定
）

変
革
認
識

是正認識

持
続
的
成
長
認
識

ＩＴ経営認識プロセス

ＩＴ経営実現プロセス

（経営戦略実行）

上流工程 下流工程

重要なことは、上流工程を理解した業務遂行
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IT経営プロセスの手法  
（上流工程を中心に）

 

IT経営プロセスの手法  
（上流工程を中心に）
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・顧客ヒアリング
・経営者の考え方（思考）把握
・意思決定プロセス
・事業形態の把握
・業務分析
・組織分析
・戦略決定

IT経営プロセス
 

－
 

経営戦略

経営戦略の策定

・社内外の環境認識、新事業ドメ
インの決定、決定的成功要因

(CSF)案の抽出

 
等

・戦略シナリオの作成、モニタリン
グ指標の設定

 
等

・経営戦略企画書の作成、各
組織の戦略実行計画書の作成

等

・社内外の環境認識、新事業ドメ
インの決定、決定的成功要因

(CSF)案の抽出

 
等

・戦略シナリオの作成、モニタリン
グ指標の設定

 
等

・経営戦略企画書の作成、各
組織の戦略実行計画書の作成

等
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•機能分析では、業務を機能要素（業務プロセス）に分解し分析を行う

業務の見える化、可視化に相当する

•手順は、

• まず、業務機能要素（Function）を抽出する。（DMM作成）

• 次いで機能要素間の関係・外部との関係を明らかにする。（DFD作成）

• 最後実際の処理のタイミング、業務の網羅性、完全性・正当性・万全性、

業務継続性等を記述・確認する。

 
（業務フロー（WFA）の作成）

＜機能分析＞

業務分析 ・機能分析
・情報分析
・環境分析
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購買の機能構成図(例)

計 画

モニタリング

クレーム
処 理

選 定

支 払

発 注

入 荷

請求受

検 品

振 分

受 入

返 品

差異分析

アクション

偏差分析

欠 品

チェック

支払条件

確 認

財務記録

支払調整

支 払

実績照合

支払指示

支払確定

リベート
計 算

内容把握

対策立案

処理手順

実 行

原因分析

市場調査

商品選定

メーカー

選 定

値引条件

設 定

部門申告

入 荷

スケジュール

集 計 チェック

発 注

情報分析

仕入計画

方針決定

在庫計画

購 買 入 荷モニタリング

支 払 請求受クレーム
処 理

選 定 発 注計 画
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トップダウンで分析する（ＤＭＭ）

共有する業務目的

要素・資源

階層0
8個

階層1(8×8)
最大64個

階層2(8×8×8)
最大512個

社員，組織，設備，資金・・・

階層レベルとファンクションの数階層レベルとファンクションの数階層０

階層１
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受注
する

出荷
する

請求
する

回収
する

ITコーディネータ協会研修教材より

機能構成図（ＤＭＭ）から機能情報関連図(DFD)へ

受注

する

出荷

する

販売

する

回収

する

請求

する

階層１のDMM 階層１のDFD
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受注
する

出荷
する

請求
する

回収
する

ITコーディネータ協会研修教材より

「機能」の関連を分析する

階層１のDFD

注文データ

をもらうと
受注するとすぐ出荷

請求日になると

顧客に請求
入金データ

がくると

会計システムに

登録

入金されると

顧客に出荷
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物品調達業務の例

監査

閲覧要求

調達要求書類

1.4
調達実施伺

1.1
調達要求

1.7
物品受領

1.5
支出負担行為

決議

1.6
発注

社員（要求者） 事業者

調達要求書

支払システム

事業者

支出負担行為決議書類

調達要求

1.8
支出決定

請求書
納品・検査調書

請求書
納品書

支出決定決議書

1.3
契約条件決定

事業者
発注書

発注書類

1.2
予定価格調査

事業者

概算見積
依頼

概算見積書 見積依頼書

見積書

契約書類

予定価格調書類

調達実施伺書類

契約条件
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機能情報関連図(DFD)
•

 
機能情報関連図(DFD：Data Flow Diagram)

•

 
機能構成図（ＤＭＭ）で明確になった「機能」の関連を分析する

–

 
「機能」の関連とは、機能を起動する契機となる入力情報（※）、出力情

 報、情報の滞留状態（データストア）のことである

•

 
各機能について情報の発生源と到達点、機能とそれらの間を流れ

 る情報を表現する。

•

 
内部の機能と外部（のシステム，人，物）との間を流れる情報を明ら

 かにする。

•

 
対象範囲内で発生する業務が、ＤＭＭで明確になった「機能」、およびその

 関連でカバーされているか確認する
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業務流れ図WFA(Work
 

Flow Architecture)

•
 

機能情報関連図(DFD)と業務流れ図の関係

業務・システムの目的・役割

機能階層 機能情報関連図の分析的視点

 が主に置かれる機能階層

業務流れ図の分析的視点が置

 かれる実務上の機能(具体的

 な業務処理)
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•業務システムで扱う情報を

•業務機能（プロセス）を動かす（制御する）情報

•業務機能（プロセス）を行うとき参照する資源の状態を表す情報

の2つの観点で整理する

•対象となる情報を抽出し、整理・標準化し抽象化する

•全体を情報体系整理図として、一葉に構造化・可視化される

•業務・システムに係る情報全体

•ＩＴ化の対象であるかどうかを問わず業務全体

•関連業務との連携情報も含む

業務分析 ・機能分析
・情報分析
・環境分析

＜情報分析＞
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情報分析

※トップダウンで整理した結果に対応させて、実際の業務処理で必
 要となるデータ（帳票など）をボトムアップ的視点から、整理し体系

 化していく。

業務システムの目的・役割

共有する目的

要素・資源

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

機能分析

情報分析
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
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業務資源系と業務活動系の情報

要素(人，物，金)

システム

業務目的

業務活動系の情報業務活動系の情報

業務資源系の情報業務資源系の情報

業務・システムで扱う情報を

•業務機能（プロセス）を動かす（制御する）情報

•業務機能（プロセス）を行うとき参照する資源の

 状態を表す情報

の2つの観点で整理する

ＩＴ化の対象であるかどうかを問わず、全体を分析・整

 理する
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機能情報関連図（ＤＦＤ）と情報分析の関係

• ＤＦＤで確認した業務活動情報（伝票、画面情報な
 ど）を分析する。（その他、参照帳票類も含める）

受注に関連する情報 出荷に関連する情報

請求に関連する情報 回収に関連する情報

要求書 要求書

納品書

要求書

納品書

請求書 要求書

納品書

請求書

機能に関連する

業務活動情報

顧客 顧客

金融機関 顧客

受注 出荷

請求

回収

要求書

受注情報

納品書

出荷情報

出荷情報

請求情報

請求書

入金情報
請求情報

会計
システム

時間待ち

外部情報の待合せ
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業務分析 ・機能分析
・情報分析
・環境分析

・内部環境分析
組織の能力を分析する・・・「己」を知る
人，物，金，技術，情報を含む組織の総合力
強み，弱みとしてまとめる

・外部環境分析
組織のおかれた環境変化がどのような影響を与えるか予測する・・・

 「彼」を知る
マクロ(国際，全国，政治等)，ミクロ(産業，業界，市場等)環境要因
機会，脅威(成長を阻害する変化)としてまとめる

＜環境分析＞
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業務環境分析の分析方法

強み
(Strength)

弱み
(Weakness)

機会
(Opportunity)

脅威
(Threat)

方向性

課 題

内
部

環
境

外
部

環
境
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業
務
環
境
分
析

業
務
環
境
分
析

業務環境分析と主要課題抽出

内部環境の評価内部環境の評価 外部環境の評価外部環境の評価

業務環境分析図業務環境分析図

主
要
課
題
抽
出

主
要
課
題
抽
出

主要課題抽出・整理主要課題抽出・整理

優先順位の設定優先順位の設定

手段・手順の整理手段・手順の整理

ＩＴ化工程の整理ＩＴ化工程の整理

業
務
見
直
し
の
方
針

業
務
見
直
し
の
方
針



43

主要課題(CSF)の抽出

• 主要課題(CSF：Critical Success Factors)
• 目的を達成するために，重点的に資源を投下し，クリアし

 なければならない5～6個のターゲット

主要課題の基になった業務課題について、解決策を検討する。業務課題から、

 具体的な業務の問題点とそれを改善する為の施策（実施項目）とその実施手順

 を設定する。

 
実施項目は

業務のルールや分担の改善

実施方法（業務のプロセス）の改善

プロセスに対するITによる支援（情報システムの導入・改善）

実施項目間で整合が取れるように、実施方法・時期を調整する

手順・手段の整理
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・現状システムの調査
・顧客IT活用状況調査
・業務詳細分析
・ＩＴ調査・分析（現状アプリケーション情報収集）
・ＩＴ適用プロセスの具体化
・IT戦略の策定（企画書、計画書）
・ＩＴ成果の可視化（システムフロー等）

IT経営プロセス
 

－
 

ＩＴ戦略策定

ＩＴ戦略の策定

・IT化の成熟度分析、あるべき業務プロセスの策定、業務
プロセスのギャップ分析

 
等

・目標IT環境と現状とのギャップ分析、達成目標の結果指標
(KGI)と評価指標(KPI)の設定

 
等

・IT化の成熟度分析、あるべき業務プロセスの策定、業務
プロセスのギャップ分析

 
等

・目標IT環境と現状とのギャップ分析、達成目標の結果指標
(KGI)と評価指標(KPI)の設定

 
等
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・要件定義
・ベンダー招請
・提案依頼書（ＲＦＰ）
・提案説明
・提案評価
・ベンダー契約

IT経営プロセス
 

－
 

ＩＴ資源調達

ＩＴ資源調達
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ＩＴ（情報）システム

選定

ITベンダー提案評価基準の作成

調達プロセス報告

ビジネスシステム

ＲＦＰの作成・発行 ＩＴ資源調達

経営戦略企画

情報化企画書

プロジェクト開発実行計画書
（情報化実行計画書）

ＩＴベンダーの提案書
（開発計画・運用保守含む）

経営戦略策定

IT戦略経営改革企画
（アクションプラン）

ＩＴ導入フェーズでの計画
運用サービス・デリバリーフェーズでの方針
（運用ポリシー・教育計画）

ＩＴ資源調達プロセスの流れ

要件定義
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要件定義の内容

定義する項目 定義の内容
スケジュール 調達するシステムの開発・導入スケジュールに関する要求

業務・機能要件 システム利用によって実現したい業務改善内容の要求

システム方式要件
システム全体構成や性能・信頼性要件などの業務処理機能に

 ついての要求

情報・データ要件
データ体系に基づく情報の発生・更新の経緯やデータボリュー

 ムに関する要求

ユーザインタフェース要件 業務の流れに沿った画面および帳票等についての要求

外部インタフェース要件 外部のシステムとの連携に関する要求

ネットワーク要件 LANやWANの性能、接続に関する要求

ソフトウェア要件
サーバやPCなど機種ごとの、OS、ミドルウェア、ブラウザなど

 の機能に関する要求

ハードウェア要件 サーバや周辺機器、PCなどの機能・性能に関する要求

情報セキュリティ要件
情報ｾｷｭﾘﾃｨ対策のための社内統一基準に基づく情報ｾｷｭﾘ

 ﾃｨ要件

設計・開発要件 設計・開発業務の基本方針に関する要求

テスト要件 要求への適合を検証する方法に関する要求

移行要件
現行システムから新システムへのスムースな移行のための要

 求

運用・保守要件 新システムの運用・保守の関する要求
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・情報システム開発実行
・開発のモニタリング
・受入れ・検収実施

IT経営プロセス
 

－
 

ＩＴ導入～ＩＴサービス活用

ＩＴ導入

・運用サービス提供
・運用のモニタリング/コントロール
・経営戦略評価（経営戦略にフィードバック）

ＩＴサービス活用
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情報システム開発実行

開発のモニタリング

問題処理

モニタリング項目の抽出
（進捗管理項目）

受入検収の実施 検収確認手順書の作成

検収試験結果報告書

開発状況管理報告書
（プロジェクト管理報告書）

ＩＴ導入フェーズ

検収試験結果

プロジェクトマネジメントプロセス

定期的報告

改善へのアクション

プロジェクト開発実行計画書
（情報化実行計画書）

運用サービス提供

ＩＴ導入プロセスの流れ
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運用サービス提供

運用のモニタリング／コントロール

システム運用実施結果評価報告書

システム運用実施結果評価手順書の作成

ＩＴ活用フェーズ

トップ及びユーザーヒアリング
性能試験結果等

定期・継続

ＰＤＣＡ
経営戦略評価へ

ＩＴサービス活用プロセスの流れ

検収試験結果報告書



51

ＩＣＴ構築の事例ＩＣＴ構築の事例
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Cat5eUTP Cable（1Ｇｂｐｓ）

Optical fiber Cable

Room：107

事例１：ネットワーク構成図(全体概要)

L3 Core SWL3 Core SW

Internet

Music Building
B1Ｆ

2F/３F

L2 Floor SW/L2 Floor SW/PoEPoE

L2 Floor SW/L2 Floor SW/PoEPoE

4F

3F

Main Building
1F Server Room Room：402

Room：315

1F/2F

L2 room SWL2 room SW

L2 L2 ｒｏｏｍｒｏｏｍ

 

ＳＷＳＷ

別棟 L2 Floor SW/L2 Floor SW/PoEPoE

L2 Floor SW/L2 Floor SW/PoEPoE

L2 L2 ｒｏｏｍｒｏｏｍ

 

ＳＷＳＷ

L2 Floor SW/L2 Floor SW/PoEPoE

L2 L2 ｒｏｏｍｒｏｏｍ

 

ＳＷＳＷ

L2 Floor SWL2 Floor SW

APAP

APAP

APAP
APAP

33

66
62/6462/64

120/30120/30

L2 L2 ｒｏｏｍｒｏｏｍ

 

ＳＷＳＷ

APAP

7474

L2 L2 ｒｏｏｍｒｏｏｍ

 

ＳＷＳＷ

1212

Cat.5e UTP CableＦｉｒｅＦｉｒｅ

 

ｗａｌｌｗａｌｌ

ＡＰＡＰ

 

ＣｏｎｔｒｏｌｌｅｒＣｏｎｔｒｏｌｌｅｒ

ＲｏｕｔｅｒＲｏｕｔｅｒ

Cat5eUTP Cable（PoE）

Cat5eUTP Cable（1Ｇｂｐｓ）
Radius serverRadius server

Virus patternVirus pattern

Distributor serverDistributor server

ｻｰﾊﾞﾙｰﾑより

Computer Room

1212
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（仮設資材置場の設置）

工事における資材等は仮設資

 
材置場に保管し、普段の支障

 
とならないよう配慮

施工の詳細施工の詳細
（安全配慮）

高所作業などの場合は足場を設

 
置致

（各種調査）

既存の経路

 
を調査

（既存配管経路利用）

区画貫通を極力避け、既存の

 
経路などを最大限生かした形で

 
配線

（区画貫通）

区画貫通を避けられない場合は、極力躯体の

 
負担が少ない方法で工事を実施。左側写真

 
はコンクリート壁を貫通せずに、ドアの枠を貫

 
通させた例。右側写真はコンクリート壁とドア

 
枠の間に詰め込まれたモルタル部分を貫通さ

 
せ、耐震に影響が無いよう実施した例。

アクセスポイントの電波分布状況

 
の調査

既存の機器

 
を調査

（作業着）

作業員は全員統一した

 
作業着を着用。誰が見て

 
も作業者と認識し易い。

（各種試験・報告）

工事終了後、各種試験を実施し、結果

 
報告書として提出。
また配線した経路は図面に落とし、完成

 
図書として施設管理者に渡し、以後のメ

 
ンテナンス資料として、管理。
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事例２：○○情報システム構成（将来体系）

サーバ室

認証サーバ（ADｻｰﾊﾞetc.)

ｼﾝｸﾗｲｱﾝﾄ用ｻｰﾊﾞ

Webｻｰﾊﾞ／ﾒｰﾙｻｰﾊﾞ

業務用ｻｰﾊﾞ／ﾌｧｲﾙｻｰﾊﾞ

セキュリティサーバ

各フロアスイッチ
・ＶＬＡＮ対応
・ネットワーク管理

３Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

ファイルバックアップ

ＰｏＥ-SW

無線LANアクセスポイント

ＭＡＣ認証、リモート制御等

セキュリティホール対策等

高速ＬＡＮバックボーン

高速ＬＡＮバックボーン

情報処理室等情報処理室等
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サーバルームの新設施工
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光ファイバーの敷設工事
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Hub Box

無線LANアクセスポイント

POE給電
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光配線パネル、L3スイッチ、L2スイッチ他

試験模様
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整然となった情報・通信機器類



経営的視点に立ったＩＣＴインフラ構築とは

ご清聴、ありがとうございました。
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